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毎　月　10　日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

（60年6月末現在）

人　口　　四，866人（＋60人）
男　　　14，548人（＋30人）
女　　　15，318人（＋30人）

世帯数　　　9，622世帯（＋17世帯）
（6月の異動）

転入134人　転出　98人
出生　36人　死亡　12人

（）内は前月比

オッショイ′オッショィ．′
猪熊・鷹見神社の御神事たる御輿（みこし）が繰り出しました。
地域の伝統を見直し、非行防止にと昨年から復活した夏の祭り
今年も勇壮にオッシヨィ、オッショィ。（7月14日）

藷鍛亀城遍照里塁
忍

ｉ鞭、ヌ′こミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミ　闘 。
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大人の油断が事故を呼ぶ
水と花火を安全に

油断をすると事故につながるという
ことを忘れないでください0
子供たちに夏を楽しく安全に過ご

させるために、保護者や大人はどうさ
すればよいか考えてみましよう0

夏になると、昼間は水泳、夜は花
火を楽しむお子さんも多いことでし
ょう。
どちらも夏とは切っても切れない

経のあるものですが、ちょっと親が

子
供
「
泳
ぎ
に
い
っ
て
く
る
よ
」

母
　
「
草
に
気
を
つ
け
る
ん
だ
よ
」

夏
の
昼
間
の
会
話
で
す
。
で
も
、
ち
ょ
っ

と
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
夏
に
限
る
と
、
交
通

事
故
死
よ
り
水
の
事
故
死
の
は
う
が
多
い
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
も
う
一
言
「
泳
ぐ
場
所

に
も
気
を
つ
け
る
ん
だ
よ
」
と
つ
け
加
え
て

く
だ
さ
い
。

昨
年
の
夏
（
六
月
～
八
月
）
に
、
水
の
事

故
で
死
亡
し
た
り
行
方
不
明
に
な
っ
た
子
供

（
中
学
生
以
下
）
は
三
百
三
人
で
し
た
。
こ

の
時
期
に
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
十
五
歳
以

下
の
子
供
は
二
百
二
人
。

こ
う
し
た
子
供
の
水
難
事
故
の
約
六
割
は

保
護
者
が
そ
ば
に
い
な
い
と
き
に
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
全
体
の
七
割
は
、
波
の
荒

い
海
や
流
れ
の
速
い
川
な
の
に
遊
泳
禁
止
な

ど
の
水
難
防
止
措
置
が
取
ら
れ
て
い
な
い
場

所
で
起
き
て
い
ま
す
。

大
人
の
注
意
力
が

事

故

を

防

ぐ

子
供
た
ち
を
水
の
犠
牲
者
に
し
な
い
た
め

に
保
護
者
や
大
人
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水
遊
び
に
行
か

せ
な
い
。
行
く
と
き
は
保
護
者
や
大
人
が

必
ず
同
伴
す
る
。
特
に
、
幼
児
が
い
る
場

合
は
、
常
に
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
す

る
。

▽
雨
降
り
の
後
な
ど
で
川
や
用
水
堀
が
増
水

し
て
い
る
と
き
は
、
孟
供
た
ち
を
近
づ
け

な
い
よ
う
注
意
す
る
。

▽
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を
見
か

け
た
ら
、
声
を
か
け
安
全
な
場
所
で
運
ば

せ
る
よ
う
に
す
る
。

▽
家
の
近
く
に
さ
く
や
ふ
た
の
な
い
用
水
堀

や
た
め
池
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
そ
の

管
理
者
に
申
し
出
て
、
さ
く
や
ふ
た
を
し

て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
。

夏
の
夜
、
庭
先
で
の
花
火
は
蒸
し
暑
さ
を

一
瞬
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
し
か

し
、
家
庭
で
手
軽
に
扱
っ
て
い
る
花
火
も
原

料
は
「
火
薬
」
。
ち
ょ
っ
と
間
違
っ
た
扱
い

万
を
す
れ
ば
、
火
事
や
や
け
ど
な
ど
恩
わ
ぬ

事
故
を
起
こ
し
ま
す
。

花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
必
ず
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

1

　

場

　

所

　

選

　

び

空
を
飛
ん
だ
り
、
火
花
が
吹
き
出
す
花
火

で
遊
ぶ
と
き
は
、
広
い
場
所
を
選
ん
で
や
り

ま
し
ょ
う
。
住
宅
の
密
集
し
た
場
所
だ
と
火

の
粉
が
屋
根
に
落
ち
た
の
∴
周
り
の
板
壁
に

（

飛
ん
だ
り
し
て
火
事
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。特

に
、
近
く
に
紙
く
ず
や
枯
木
な
ど
燃
え

や
す
い
も
の
が
な
い
か
、
よ
く
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
風
の
強
い
と
き
な
ど
は
、
花
火
を

や
め
ま
し
ょ
う
。

2
　
大
人
も
一
緒
に

子
供
だ
け
で
花
火
を
し
て
い
る
と
、
万
一

紙
く
ず
に
火
が
燃
え
移
っ
て
も
適
切
な
措
置

が
と
れ
な
か
っ
た
り
、
服
に
火
が
着
い
て
や

け
ど
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
花
火
を
す

る
と
き
に
は
必
ず
大
人
が
付
き
添
い
ま
し
ょ

う
。

3
　
説
明
書
き
は
必
ず
読
む

花
火
に
火
を
つ
け
る
前
に
は
必
ず
説
明
書

き
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

花
火
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
使
い
方
が
あ
り
ま

す
。
同
じ
よ
う
な
か
っ
こ
う
を
し
て
い
て

も
、
手
に
持
っ
て
楽
し
め
る
も
の
と
、
地
面

に
立
て
な
け
れ
ば
危
険
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
教
本
ま
と

め
て
火
を
つ
け
た
り
す
る
と
大
変
危
険
で
す

（

4
　
近
く
に
水
の
入
っ
た

バ

ケ

ツ

を

置

く

花
火
の
燃
え
が
ら
を
確
実
に
消
す
に
は
水

が
一
番
で
す
。
そ
の
た
め
に
水
を
は
っ
た
バ

ケ
ツ
を
用
意
し
、
燃
え
つ
き
た
花
火
や
マ
ッ

チ
は
必
ず
こ
の
中
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
万
一

紙
く
ず
に
火
が
移
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
水

を
か
け
れ
ば
直
ち
に
消
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

芦屋町花火大会

と　き　7月28日

午後8時から

9時30分

ところ　遠賀川河畔

玉　数　約6，500発
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交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止
を
し
て
左
右

の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
右
折

す
る
と
き
は
直
進
す
る
対
向
車
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

2

ヘ
　
ル
　
メ
　
ッ
　
ト
　
を

か
ぶ
り
ま
し
ょ
う

夏の交通安全県民運動

目
立
ち
ま
す
。
水
巻
町
に
お
け
る
ミ
ｌ
六
イ

ク
の
台
数
は
二
千
五
百
八
十
九
台
、
四
世
帯

に
〓
口
以
上
で
す
。

ミ
ｌ
六
イ
ク
は
、
手
軽
に
乗
れ
る
利
点
も

あ
り
ま
す
が
、
不
安
定
な
う
え
、
運
転
す
る

人
は
全
身
が
す
っ
か
り
外
部
に
さ
ら
さ
れ
て

お
り
、
い
わ
ば
裸
同
然
で
す
。
ひ
と
つ
間
違

え
ば
命
と
り
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

ミ
ニ
バ
イ
ク
の
安
全
「
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

を
改
め
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

二
輪
車
に
よ
る
死
亡
事
故
の
約
七
十
パ
ー

セ
ン
ト
は
、
頭
部
損
傷
が
原
因
で
す
。

頭
部
を
守
る
た
め
に
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
や

Ｓ
マ
ー
ク
の
つ
い
た
も
の
を
か
ぶ
り
、
あ
ご

ひ
も
を
き
ち
ん
と
結
び
ま
し
ょ
う
。

戸ｌトズ含

今
回
は
国
保
の
給
付
の
由
で
、
「
療
養
の

給
付
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
被
保
険
者
証

に
よ
り
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
、
診
察
、

薬
剤
、
処
軍
入
院
な
ど
必
要
な
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

∧
一
部
負
担
金
＞

こ
の
場
合
、
次
の
一
部
負
担
金
を
支
払
い

ま
す
。●

一
般
被
保
険
者
　
三
割

●
退
職
被
保
険
者

本
人
　
二
割

ミ

ニ

バ

　

イ

ク

の

制
限
速
度
は
3
0
キ
ロ

交

差

点

で

は

安
全
二
億
記
を

夏
は
暑
さ
や
行
楽
、
帰
省
に
よ
る
疲
労
と

児
撃
生
徒
の
夏
休
み
が
重
な
り
交
通
事
故

が
多
く
発
生
す
る
季
節
で
す
。
み
ん
な
が
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
交
通
事

故
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
二
輪
車
の
交
通
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
事
故
が

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
大
き
な
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
。

時
速
三
十
キ
ロ
の
制
限
速
度
を
守
り
、
安

全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

交
差
点
で
の
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

被
扶
養
者
（
家
族
）

前
醐

二
割

三
割

∧
被
保
険
者
証
を
使
わ
ず

受
診
し
た
場
合
∨

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
被
保
険
者
証
を

使
わ
ず
に
診
療
を
受
け
た
場
合
、
ま
た
は
旅

行
先
な
ど
で
被
保
険
者
証
を
持
っ
て
い
な
く

て
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
場
合
、
そ
の

他
、
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
医
療
費
の
全
額
を
本
人
が
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
後
日
、
国
保
へ
請
求

す
る
こ
と
に
よ
の
∴
本
人
が
支
払
っ
た
金
額

の
範
囲
内
で
保
険
を
基
準
に
し
た
医
療
費
を

算
出
し
、
そ
の
中
か
ら
一
部
負
担
金
を
差
し

引
い
た
額
が
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す

∧
高
額
療
養
費
∨

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
た

場
合
、
家
計
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
塑
次

に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
医
療
費
の
支
払
い
が
、
一
件
一
カ
月
（
同

一
月
内
）
五
万
一
千
円
（
低
所
得
者
は
、

三
万
円
）
を
超
え
た
場
合
は
、
そ
の
準
え

た
額
に
つ
い
て
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑧
同
一
世
帯
で
同
一
月
内
に
一
件
三
万
円
（

低
所
得
者
は
二
万
一
千
円
）
以
上
の
支
払

い
が
、
二
件
以
上
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の

合
計
額
か
ら
五
万
一
千
円
を
超
え
た
額
に

つ
い
て
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑨
同
一
世
帯
で
十
二
カ
月
間
に
①
⑧
の
高
額

療
養
費
の
支
給
が
四
回
以
上
に
な
る
場
合

は
、
四
回
目
か
ら
は
三
万
円
（
低
所
得
者

は
二
万
一
千
円
）
を
超
え
た
額
に
つ
い
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

④
血
友
病
や
慢
性
腎
不
全
な
ど
特
定
の
病
気

に
よ
る
長
期
聾
者
は
、
支
払
い
額
が
一

件
一
カ
月
一
万
円
を
準
え
た
額
に
つ
い
て

高
額
璧
葺
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
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⑧
印
鑑
（
年
金
受
給
に
使
う
も
の
）

⑨
公
的
年
金
受
給
者
は
、
そ
の
証
書

Ⅲ…ｌ日用

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
八
月
支

払
分
の
年
金
を
受
け
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
「

年
金
証
書
」
を
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

こ
れ
は
、
所
得
な
ど
を
調
査
し
て
来
年
七

月
分
ま
で
の
支
給
年
金
額
を
証
書
に
記
入
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
も
し
、
こ
の
証
書
の

提
出
が
遅
れ
ま
す
と
次
の
十
一
月
支
払
分
の

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
次
の
日
程
で
受
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
八
月
十
二
日
、
八
月
十
三
日

午
前
九
時
～
正
午

午
後
一
時
～
午
後
四
時

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室
（
但
し
、

十
二
日
の
午
後
は
一
〇
二
会
議
室
）

▽
持
っ
て
来
る
も
の

①
福
祉
年
金
証
書

国
民
年
金
が
改
正
さ
れ
、
今
年
も
補
祉
年

金
の
年
金
額
は
六
月
か
ら
三
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

年
金
額
の
引
き
上
げ
に
伴
う
差
額
分
は
、

八
月
支
払
期
（
八
月
十
一
日
が
日
曜
日
の
た

め
八
月
十
二
日
以
降
）
に
、
ま
と
め
て
支
払

わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
昭
和
六
十
年
六
月

前
か
ら
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

六
月
と
七
月
の
二
カ
月
分
の
差
額
分
と
し
て

「
国
民
年
金
特
別
証
書
」
（
桃
色
）
を
八
月

初
め
、
本
人
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

八
月
支
払
期
分
の
年
金
の
支
払
い
を
受
け

る
場
合
は
、
指
定
さ
れ
た
郵
便
局
に
こ
の
「

国
民
年
金
特
別
証
書
」
（
桃
色
）
と
「
国
民

年
金
証
書
」
及
び
昨
年
十
二
月
に
交
付
さ
れ

た
「
国
民
年
金
特
別
証
書
」
（
草
色
）
並
び

に
「
印
鑑
」
を
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
十
二
月
以
降
に
福
祉
年
金
を

受
け
は
じ
め
た
人
な
ど
は
、
今
回
の
「
国
民

年
金
特
別
証
書
」
（
桃
色
）
と
「
国
民
年
金

証
書
」
及
び
「
印
撃
を
持
参
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
「
国
民
年
金
特
別
証
書
」
の
み
で

は
、
支
払
い
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
万
、
拠
出
制
の
国
民
年
金
を
受
け
て
い

る
人
の
年
金
額
は
、
五
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
差
額
分
の

支
払
い
は
、
九
月
支
払
期
（
通
算
老
齢
年
金

の
差
額
分
は
十
二
月
支
払
期
）
に
、
ま
と
め

て
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象
者

①
生
活
保
護
基
準
額
に
「
十
五
郡
」
増
敬

し
た
収
入
以
下
の
世
帯

⑧
月
収
は
家
族
全
員
を
合
算
し
た
も
の
で

年
収
を
十
二
分
の
一
し
た
額

▽
受
給
手
続

各
地
区
の
民
生
委
員
に
七
月
三
十
一
日

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
方
法

①
民
生
委
員
を
通
じ
て
本
人
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

璽
又
給
日
は
、
八
月
九
日
の
午
後
で
す
。

▽
世
帯
の
種
類
と
対
象
者
の
収
入

（例）
①
二
十
歳
か
ら
四
十
歳
ま
で
の
夫
婦
で
、

十
二
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
の
子
供
二
人

計
四
人
世
帯
の
場
合

二
十
一
万
六
千
円
以
下

⑧
四
十
一
歳
以
上
の
夫
婦
で
、
十
五
歳
か

ら
十
七
歳
ま
で
の
子
供
二
人
、
計
四
人

世
帯
の
場
合
＝
二
十
二
万
円
以
下

⑨
六
十
五
歳
以
上
の
夫
婦
の
場
合

十
二
万
八
千
円
以
下

※
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て

も
、
申
し
込
み
を
さ
れ
な
い
と
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
各
地
区

の
民
生
委
員
、
又
は
役
場
社
会
課
民
生
係

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

愛
　
の
　
贈
　
物

毎
年
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
福
岡
県
民
手

帳
の
購
入
予
約
募
集
を
始
め
ま
し
た
。

▽
価
格
　
大
型
版
　
三
百
七
十
円

普
通
版
　
二
百
八
十
円

▽
申
込
み
　
申
込
書
を
区
長
、
隣
組
長
を
経

由
し
て
回
覧
し
て
い
ま
す
。
申
込
書
に

氏
名
、
大
小
種
別
、
冊
数
を
記
入
の
う

え
申
込
み
く
だ
さ
い
。
手
帳
は
後
日
一

括
し
て
区
長
に
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
代
金
を
区
長
に
預
け
て
下
さ
い

▽
問
合
せ
先
　
役
場
産
業
課
農
林
商
工
係

8日④心配ごと侶醜

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

他
人
に
話
せ
ず
一
人
で
く
よ
く
よ
悩
ん
だ
り

法
律
や
人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る
万
は
、
こ

の
相
談
を
お
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
8
月
6
日
、
8
月
2
0
日

8
月
2
7
日

・
時
間
　
い
つ
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
「
日
本
間
」

▽
主
催
　
町
社
会
碍
祉
協
議
会

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
に
、
こ
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▽
吉
田
一
　
故
・
副
島
ミ
ヨ
殿

大
岩
　
勲
殿

▽
頃
　
宋
　
故
・
山
下
幸
次
郎
殿

山
下
　
勝
殿

▽
吉
田
三
　
故
・
青
野
芳
勝
殿

青
野
康
子
殿

（

無
線
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
　
愛
知
県
豊
橋
市
向
山
町
字
七
面

二
五
番
地
「
石
田
基
地
」

・
届
出
先
　
豊
橋
市
役
所
区
画
整
理
課
（
℡

〇
五
三
二
1
五
一
1
二
三
七
一
）

・
届
出
期
限
　
六
十
年
八
月
二
十
六
日
ま
で

▽
所
在
地
　
宮
崎
県
宮
崎
郡
佐
土
原
町
大
字

下
田
島
字
稲
荷
島
「
二
ツ
立
基
地
」

・
届
出
先
　
佐
土
原
町
役
場
環
境
衛
生
課
（

審
〇
九
八
五
1
七
三
1
二
五
七
〇
）

・
届
出
期
限
　
六
十
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

▽
所
在
地
　
宮
崎
県
北
諸
県
郡
山
之
口
町
大

字
山
之
口
字
麓
「
十
輪
寺
基
地
」

・
届
出
先
　
山
之
口
町
役
場
町
民
福
祉
課
（

宙
〇
九
八
六
－
去
七
！
三
二
一
）

・
届
出
期
限
　
六
十
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
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食

中

毒

予

防

は

台
所
の
衛
生
管
理
か
ら

夏
は
、
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
細
菌
が
、
繁
殖
し
や
す
い
時
期
で

す
。
昨
年
の
食
中
毒
発
生
件
数
を
み
ま
す
と
、
約
六
割
が
夏
に
集
中

し
て
い
ま
す
。
家
庭
で
食
中
毒
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
食
品
衛
生

の
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
清
潔
⑧
じ
ん
速
③
加
熱
と
冷

却
が
、
食
中
毒
の
予
防
の
三
原
則
で
す
。

清
決
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
ず
手
を
よ
く
洗

う
こ
と
。
も
し
指
に
傷
が
あ
る
と
き
に
は
、

刀
う

調
理
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
化
膿
し
た
傷

口
や
お
で
き
に
は
、
食
由
毒
の
原
因
と
な
る

ブ
ド
ウ
球
菌
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

魚
介
類
は
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
と
い
う
細
菌

が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
細
菌
は
真
水
と
熱

に
弱
い
の
で
よ
く
水
洗
い
し
、
調
理
し
た
ら

早
め
に
食
べ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ま
た
、
た
い
て
い
の
細
菌
は
、
摂
氏
六
十

五
度
以
上
の
熱
を
加
え
る
と
死
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
火
を
使
っ
て
調
理
を
す
る
食
品
は
、

十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

ま
な
板
は
細
菌
に
と
っ
て
格
好
の
ず
み

か
〟
で
す
。
特
に
包
丁
の
切
り
傷
の
由
に
入

り
込
ん
だ
細
菌
を
取
り
除
く
に
は
、
水
洗
い

だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
使
用
前
後
は
よ
く

洗
い
、
熱
線
を
か
け
る
な
ど
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
天
気
の
よ
い
と
き
は
日
に
当
て
る

な
ど
し
て
、
日
光
消
毒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

ふ
き
ん
・
台
ふ
き
ん
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

使
う
も
の
で
す
。
毎
日
欠
か
さ
ず
熱
湯
消
毒

し
、
日
光
に
当
て
て
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

普
通
は
十
度
以
下
で
す
が
、
ド
ア
の
開
閉
が

ひ
ん
ば
ん
だ
っ
た
り
、
食
品
を
詰
め
込
み
す

ぎ
て
い
る
と
、
庫
内
の
温
度
は
上
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
冷
蔵
庫
の
由
で
も
も

の
は
腐
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

庫
内
の
温
度
を
上
げ
な
い
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
点
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
扉
の
開
閉
は
な
る
べ
く
少
な
く
す
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
慶
を
開
け
た
ら
必
要
な
も
の

を
一
度
に
取
り
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

▽
食
品
を
詰
め
す
ぎ
な
い
。
冷
気
の
流
れ
が

轟
く
な
り
、
庫
内
の
温
度
が
上
が
り
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
が
む
き
出
し
の

ま
ま
重
な
り
合
っ
て
い
る
と
、
細
菌
が
ほ
か

の
食
品
に
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
肉
や
野
菜
を
ラ
ッ
プ
に
包
ん
だ
り
、
ふ

た
付
き
の
容
器
に
入
れ
、
食
品
を
区
分
し
て

保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

食
べ
物
は
、
冷
蔵
庫
の
中
に
入
れ
て
お
け

ば
腐
ら
な
い
ー
と
安
心
し
て
い
る
人
は
い

ま
せ
ん
か
。

細
菌
は
、
摂
氏
十
度
を
超
え
る
と
増
え
は

じ
め
ま
す
。
冷
蔵
庫
の
庫
内
は
と
い
う
と
、

昭和58年中に起きた食中毒の原因別内訳

件　 数（％） 乳類および
その加工品

2（ 0．3）

総　　　　 数 713 （100．0） 穀類および
その加工品

119 （16．7）

魚　 介　 類 232 （32 ．5） 野菜類および
その加工品

88 （12．3）

魚介類加工品 25 （ 3 ．5） 菓　 子　 類 14 （ 2．0）

肉類および
その加工品

26（ 3．6） 複合調理食品 104 （14．6）

卵類および
その加工品

18 （ 2．5） そ　 の　 他 85 （11．9）

「
わ
が
家
の
交
通
安
全
」
作
文
募
集
／

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
、
総
務
庁
で

は
（
杜
）
日
本
交
通
福
祉
協
会
ほ
か
と
の
共

催
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
こ
家
庭
で
交
通
安
全

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
内
容
や
方
法
、
話
し

合
っ
た
結
果
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
の
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る

っ
て
こ
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
要
領

川
テ
ー
マ
　
「
わ
が
家
の
交
通
安
全
」

∽
応
募
期
間
　
招
和
六
十
年
七
月
一
日
か
ら

九
月
二
十
日
ま
で
（
同
日
付
消
印
有
効
）

は
応
募
区
分

①
小
学
校
低
学
年
（
一
・
二
往
生
）

⑧
小
学
校
中
学
年
（
三
・
四
年
生
）

⑨
小
学
校
高
学
年
（
五
・
六
年
生
）

④
中
学
生

⑪
母
親
・
一
般
の
各
部

伸
応
募
方
法

●
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
（
母
親
・
ｌ

般
の
部
は
五
枚
）
以
内

●
応
募
す
る
と
き
は
応
募
区
分
、
住
所
・

郵
便
番
号
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

学
校
所
在
地
・
郵
便
番
号
（
母
親
二

椴
の
部
は
年
齢
・
職
業
）
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

●
送
り
先

〒
1
0
1
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
二
1

ニ
ー
一
七
　
共
同
ビ
ル
（
杜
）
日
本
交

通
福
祉
協
会
交
通
安
全
作
文
募
集
係
（

母
親
二
般
の
部
は
〒
1
0
0
東
京
都
千

代
田
区
霞
が
開
三
1
丁
二
　
総
務
庁

交
通
安
全
対
策
室
父
通
安
全
作
文
募
集

係
）
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保
腱
　
衛
盤
粟
雑
器
漸
　
間
し
㌶
健
康
対
策
係

′－▼りＨｌ．．′ヽ′’ヱ

～

？

1

1

才

で

さ

さ

～

？

母
子
手
帳
の
交
付

▽
日
時
　
8
月
5
日

8

月

ュ

9

日

午
前
⊥
0
時

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
内
容
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、
母
子
手

帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の
説
明
、
個

人
相
談
を
受
け
ま
す
。

▽
注
意
事
項

①
保
疇
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
、
ュ
0
日

以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

㊥
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

④
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ
い
。

四
カ
月
児
健
康
相
談

脚＝…ｌ冊

▽
日
時
　
8
月
2
日
（
金
）

・
受
付
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

※
四
カ
月
児
（
6
0
年
3
月
8
日
か
ら
6
0
年

4
月
4
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て
ハ
ガ
牛
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
幸
の
届
い

た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
母
子
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
入
っ
た
お
も
ち

や
を
一
つ
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
入
等
で
ハ
ガ
牛
が
届
い
て
な
い

方
は
、
嘩
康
対
策
係
へ
連
絡
し
、
当
日
お
い

で
く
だ
さ
い
。

※
希
望
著
に
は
、
小
児
ガ
ン
の
検
査
セ
ッ

ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

七
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
8
月
⊥
2
日
（
月
）

・
受
付
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
対
象
　
七
カ
月
児
か
ら
八
カ
月
児
ま
で

▽
内
容
身
体
計
測
、
運
動
発
達
の
観
察
、

そ
の
他
個
人
相
談

※
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に

入
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
一
つ
持
参
く
だ
さ
い

一
歳
六
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
8
月
5
日
、
8
月
1
9
日

・
受
付
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
対
象
一
歳
六
カ
月
児
か
ら

一
歳
八
カ
月
児
ま
で

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
個
人
相
談

※
歯
み
が
き
指
導
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

現
在
、
ヱ
虎
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

※
受
診
者
に
は
、
歯
科
受
診
無
料
券
を
発

行
い
た
し
ま
す
。

ｒ
 
ｍ

健
康
相
談
を
開
催

▽
日
時
及
び
場
所

☆
8
月
2
日
　
役
場
健
康
相
談
室

☆
8
月
6
日
　
机
山
荘
（
老
人
憩
の
家
）

☆
8
月
2
9
日
　
古
賀
公
民
館

・
時
間
　
い
ず
れ
も
1
0
時
～
1
1
時

▽
内
容
検
尿
、
血
圧
測
定
、
個
人
相
談
、

希
望
者
に
は
塩
分
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す

の
で
、
朝
作
っ
た
タ
み
そ
汁
．
を
少
々

持
参
く
だ
さ
い
。

健
康
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
す

健
康
の
三
本
柱
は
、
①
運
動
⑧
栄
養
⑨
休

息
で
す
。
健
康
は
、
こ
の
三
つ
の
バ
ラ
ン
ス

が
大
切
で
す
が
、
今
日
、
こ
れ
が
う
ま
く
と

れ
て
い
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
健
康
教
室
を
次
の
と
お
り
開
講

い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
自
分
の
健

康
を
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
ー
9

▽
日
程
　
8
月
2
2
日
、
8
月
2
9
日

9
月
5
日
、
9
月
1
2
日

9
月
ュ
9
日
、
9
月
2
6
日

▽
申
込
み
先
役
場
健
康
対
策
係
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。
人
員
は
2
0
名
で
締
切
り
ま

す
。
（
電
話
で
も
受
付
け
ま
す
）

※
申
込
み
者
に
は
、
詳
し
い
内
容
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

おおつか　さき

大塚　咲　ちゃん
昭和59年7月23日生

）さんの長女
介
子（歪

お外が大好き、あんよも上手　童

になりました0これと言った病　～
気もせず、元気だけが取り得で　妻

す。これからも健康で優しい子　～
に育ちますように。

（おかの台21棟）　寸

よしだ　よしひろ

吉田　哲優　くん
昭和59年8月12日生

（警っ撃）さんの長男

お父さん、そっくりのこの顔
体型は、お母さん似Ｚ／

将来は野球の選手にと、お父

〃
・

さんが言っています。頑張れ
甘えん坊のよしひろ君。

（吉田車返2062の1）

野
犬
薬
殺
の
お
知
ら
せ

飼
い
犬
は
放
さ
な
い
で
下
さ
い
／

町
と
遠
賀
保
健
所
で
は
、
野
犬
に
よ
る
人

音
な
ど
に
対
す
る
危
害
防
止
の
た
め
、
次
の

と
お
り
野
犬
の
薬
殺
を
行
い
ま
す
。

☆
寿
餌
を
置
く
所
に
は
、
「
黄
色
の
旗
」
を

立
て
ま
す
。

（
一

☆
飼
い
犬
は
必
ず
、
け
い
留
し
て
放
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
散
歩
に
連
れ
出
す
と

き
は
「
黄
色
の
旗
」
に
近
づ
か
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
危
険
な
毒
薬
で
す
。
孟
供
が
寿
餌
の
近
く

で
遊
ば
な
い
よ
う
注
意
し
て
や
っ
て
く
だ

さ
い
。

▽
と
　
き
　
七
月
二
十
九
日
（
月
）
か
ら

七
月
三
十
一
日
（
水
）
ま
で

▽
と
こ
ろ
　
吉
田
地
域
一
帯



8月のし尿収集予定日

…Ⅲ酬ｌ…………Ⅲ冊…ⅢⅢ冊冊……Ⅲ冊　昭和60年7月25日　ｕｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｕｌｌ

1日　頃未（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

6区

2日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田

三（垣添町住）、猪熊2区

3日　頃末（22、23区）、吉田二6区、吉田三5区、

猪熊10区

5日　吉田二（1、2区）、吉田三（2、5区）、

頃末（22、24区）、猪熊3区、月2回まわ

り（環境整備センター）

6日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、猪

熊（2、4、5区）、月2回まわり（太洋社）

7日　吉田三（緑風園）、頃末（15、25区）、新

生街（山ノロ団地）、猪熊（2、3、10区）

8日　頃末（5、17、18、19、20、21区、松栄荘）

9日　頃末（9、10、12、18、20、21区、みずま

き苑、松栄荘）下二、伊左座、立屋敷、美吉野

10日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田

工場団地）、二、下二、頃末6区、美吉野、

吉田二（1、8区、川端通り、本村）

12日　吉田二（3、4、5、6、13、14、15、16

区）、頃末（11、14区）、美吉野

13日　吉田二（3、4、5、6、8、9区、イワ

ゼ町住）、吉田一3区（月夜待）・机社宅、

古賀、新生街

14日・15日　お盆休み

16日　下二町住、二町住、苫田一（商店街）、吉

田三（車返し）、古賀、机

17日　吉田団地（37－43、46～52棟）、二町任、
樋口（卯月、中井樋口）

19日　吉田団地（19－22、27－36、44、45、53～

57、86、94～101棟）

20日　吉田団地（1～6、8－10、12、16～18、23－

26、60－65、83～85、102－104、109－113棟）

猪熊町住、月2回まわり（環境整備センター）

21日　吉田団地（7、11－15、66～73・75－82、

87－93、105、108棟）、古賀県任、樋口

22日　吉田団地分譲、下二（1、2、3区）、月

2回まわり（太洋社）、猪熊

23日　二（1、2区、野間町住）、吉田二（本村）、

猪熊

24日　二、伊左座、樋口（赤水、川端通り）

26日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下二

（4、10区、双葉荘）

27日　下二（5、6、7区）

28日　みずほ田地

29日　みずほ団地、樋口、猪熊

30日　猪熊

－お　願　い一

汲取口の近くには、犬をつながないで下さい・

犬が噛みつく事故がおこっています0

八
月
十
四
日
と
十
五
日
は
、
し
尿
・
ご
み

収
集
会
社
の
盆
休
み
で
す
。
全
町
収
集
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

☆
し
尿
に
つ
い
て
は
、
盆
休
み
中
、
便

槽
が
一
杯
に
な
る
と
患
わ
れ
る
家
庭
は
、

臨
時
収
集
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
「
八
月
二

日
」
ま
で
に
役
場
環
境
衛
生
係
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

☆
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
、
八
月
十

四
日
（
第
二
水
曜
日
）
の
収
集
地
区
〔
猪
熊

（
一
区
二
区
を
除
く
）
、
猪
熊
町
住
〕
を
、

八
月
十
日
（
第
二
土
曜
日
）
に
振
り
替
え
て

収
集
し
ま
す
の
で
、
「
八
月
八
日
」
ま
で
に
役

場
環
境
衛
生
係
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☆
盆
休
み
中
は
、
ご
み
を
出
さ
な
い
で
く
だ

休日急救センター

を開院します

＝　8月14日・15日　＝

休日急病センター（下二審201

－999　9）を、ｉ欠の期間中開院し
ますので、こ．利用ください。

午
前
9
時
～
午
後
5
時

▽
診
療
科
目
　
内
科
、
小
児
科
、

外
科

▽
開
院
日
時

8

月

1

4

日

・

1

5

日

さ
い
。
も
し
出
さ
れ
て
も
収
集
い
た
し
ま
せ

ん
。
近
く
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

し
尿
・
ご
　
み
収
集

8

月

1

4

日

・

1

5

日

は

盆

休

み

休
日
・
急
病
セ
ン
タ
ー

8　月　の健康　ごよ　み

登ツ空　　　　　 こ藻享※握醗猿蜜嘉 瘍 ノー 痩 、、；

十Ｉ ㌍ギ笠悪霊誓黙豊※睾黙幾喜狂睾霊鏡書手亭※蛍接※接鴬誉

ぢ1 金 健 康相談 10 ：00 ～ 11 ：00 役場健 康相 談室

ｉ
金 4 ヵ月児健 康 相談 13 ：00 － 13 ：30 役場 10 1大 会議 室

月 母 子 手帳 の交 付 1 0 ：00 役 場 1 01大 会議 室

Ｉ∴∵‡
月 1歳 6 ヵ月児健 康相 談 13 ：00 ～ 1 3 ：30 役場 101 大会議 室

火 健 康相 談 10 ：00 ～ 11 ：00 机 山荘

金 療 育 訓練 13 ：00 ～ 17 ：00 遠賀保健所 予約者のみ

5
震

月 7 ヵ月児 健 康相 談 13 ：00 ～ 13 ：3 0 役場 10 1大会 議室

月 母子 手帳 の 交付 10 ：00 役場 10 1大会 議室

説憲語
月 1歳 6 ヵ月児健 康相 談 13 ：00 ～ 13 ：30 役場 10 1大 会議 室

読昆志

、§鷺′．Ｘ
木 健 康教 室 13 ：00 ～ 13 ：30 役 場 10 1大 会議 室

Ｅ
ミお芳璽

木 健 康相 談 10 ：00 ～ 11 ：00 古 賀 公民館

木 健 康 教 室 13 ：00 ～ 13 ：30 役 場 101 大会議 室



ー
喝
軍
勅
語

女
坑
夫
の
一
生
　
用

し
か
し
キ
ヨ
に
し
て
み
れ
ば
、
家
事
の
手
伝
い
と
子
守

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
小
学
校
へ
行
か
れ
な
い

の
が
不
満
で
あ
っ
た
。
毎
朝
、
近
所
の
友
だ
ち
が
さ
そ
い

合
わ
せ
て
学
校
へ
行
く
の
を
み
て
、
う
ら
や
ま
し
く
て
な

ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
キ
ヨ
の
心
が
通
じ

た
の
か
、
子
守
を
し
な
が
ら
学
校
で
勉
強
す
る
制
度
の
あ

る
の
を
ヤ
工
が
聞
い
て
き
た
。
そ
れ
は
福
岡
県
で
就
学
率

の
向
上
を
計
る
た
め
、
明
治
三
十
二
年
か
ら
実
施
し
た
、

貧
困
家
庭
の
小
学
校
三
年
生
以
上
の
児
童
を
対
照
に
、
子

守
を
し
な
が
ら
教
育
を
う
け
る
制
度
で
あ
っ
た
。

お
か
げ
で
キ
ヨ
は
机
小
学
校
の
三
年
生
に
入
学
し
て
、

毎
朝
、
弟
の
吾
一
を
お
ん
ぶ
し
て
通
学
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
も
っ
と
も
教
室
内
の
キ
ヨ
の
席
は
、
一
番
う
し
ろ
の

廊
下
側
に
あ
っ
て
、
弟
の
善
一
に
も
席
が
あ
て
が
わ
れ
て

い
た
（
当
時
は
二
人
一
机
一
脚
型
）
。
と
こ
ろ
が
弟
が
泣

い
て
授
業
の
妨
げ
と
も
な
れ
ば
、
キ
ヨ
は
弟
を
連
れ
て
運

動
場
へ
行
き
、
泣
き
や
む
の
を
待
っ
て
廊
下
で
窓
越
し
に
、

弟
を
あ
や
し
な
が
ら
授
業
を
う
け
て
い
た
。

こ
ん
な
と
き
キ
ヨ
は
、
母
か
ら
習
っ
た
故
郷
の
子
守
唄

を
よ
く
口
ず
さ
ん
だ
。

と
こ
ろ
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
の
一
家
に
、

再
び
不
幸
が
舞
い
戻
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
キ
ヨ
が
十
三
歳

の
と
き
に
、
ヤ
エ
が
な
れ
な
い
坑
内
仕
事
が
も
と
で
床
に

つ
く
体
と
な
っ
た
。

人
に
は
不
幸
が
か
た
よ
っ
て
つ
い
て
回
る
と
い
う
が
、

昔
は
と
く
に
貧
困
の
家
庭
に
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
生
活
苦

か
ら
く
る
病
人
の
発
生
で
、
な
か
で
も
肺
結
核
患
者
が
最

も
多
か
っ
た
。
キ
ヨ
は
子
守
と
家
事
を
す
る
か
た
わ
ら
母

の
看
病
に
あ
た
っ
た
が
、
の
ち
に
は
母
の
か
わ
り
に
父
の

あ
と後

ヤ
マ
と
な
っ
て
坑
内
で
働
か
ね
は
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
キ
ヨ
に
は
母
の
治
療
費
と
生
活
費
を
父
と
稼
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
自
覚
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え

キ
ヨ
は
坑
内
か
ら
あ
が
る
と
炊
事
の
仕
度
か
ら
洗
濯
ま
で
、

母
親
の
か
わ
り
に
必
死
に
な
っ
て
働
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
甲
斐
も
な
く
キ
ヨ
が
十
七
歳
の
と
き

母
の
ヤ
工
は
永
い
闘
病
生
活
の
す
え
亡
く
な
っ
た
。
泣
く

泣
く
野
辺
の
送
り
を
す
ま
せ
た
あ
と
は
、
納
屋
頭
か
ら
借

へ
ね
ん
ね
こ
し
ゃ
っ
き
り
ま
せ
、
ね
た
子
の
可
愛
さ

つ
ら
に
く

起
き
て
泣
く
子
の
　
ね
ん
こ
ろ
面
憎
さ

ね
ん
こ
ろ
ろ
ん
　
ね
ん
こ
ろ
ろ
ん

へ
宮
へ
参
っ
た
と
き
　
な
ん
と
い
う
て
お
が
む

一
生
こ
の
子
の
　
ね
ん
こ
ろ
ま
め
な
よ
に

ね
ん
こ
ろ
ろ
ん
　
ね
ん
こ
ろ
ろ
ん

り
た
借
金
の
山
が
待
っ
て
い
た
。

そ
れ
も
利
が
利
を
生
ん
で
今
で

は
利
子
を
払
う
の
が
や
っ
と
の

こ
と
、
毎
日
、
納
屋
東
の
若
い

も
ん
が
や
っ
て
き
て
大
声
で
借

金
の
催
促
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。翌

年
の
夏
、
年
号
は
明
治
か

ら
大
正
へ
か
わ
っ
た
。
し
か
し

戦
後
の
不
景
気
が
つ
づ
い
て
、

又
造
ら
の
暮
ら
し
は
少
し
も
か

わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
貧

し
わ
す

乏
生
活
を
し
て
い
る
師
走
の
あ

る
日
、
又
道
は
納
屋
頭
か
ら
呼

び
出
さ
れ
た
。

「
又
造
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
借
金
の
返
済
は
無
理

で
あ
る
。
娘
の
キ
ヨ
は
十
八
歳
に
な
っ
た
こ
と
で
も
あ
る

し
、
こ
の
際
、
借
金
の
か
た
に
身
売
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

幸
い
キ
ヨ
は
器
量
よ
し
で
あ
る
の
で
、
相
当
の
値
が
つ
く

も
の
と
思
う
」
と
持
ち
か
け
て
き
た
。

又
造
は
「
こ
れ
ぽ
っ
か
り
は
…
…
」
と
土
下
座
し
て
哀

願
し
た
が
、
「
で
は
借
金
は
ど
う
し
て
く
れ
る
か
」
と
詰

め
よ
ら
れ
る
と
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
最

後
に
又
造
は
無
理
や
り
に
拇
印
を
押
さ
れ
て
帰
っ
た
も
の

の
、
キ
ヨ
に
は
ど
う
し
て
も
話
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
キ
ヨ
に
は
、
広
島
か
ら
き
た
兵
隊
帰
り
の
甚

三
郎
と
い
う
好
き
な
青
年
が
い
た
。
甚
三
郎
も
キ
ヨ
が
好

き
で
あ
っ
た
。
翌
日
、
又
造
は
甚
三
郎
を
切
羽
に
呼
ん
で
、

今
ま
で
の
一
部
始
終
を
話
し
た
。
そ
し
て
キ
ヨ
を
連
れ
て

逃
げ
て
く
れ
と
頼
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
愛
し
合
う
二
人
の
こ

と
、
甚
三
郎
に
異
存
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
二
人
は
キ
ヨ

を
呼
ん
で
、
す
べ
て
を
話
し
た
。

こ
の
よ
う
な
と
き
切
羽
の
な
か
は
、
絶
好
の
密
談
場
所

で
あ
っ
た
。
人
か
ら
聞
か
れ
る
心
配
は
な
く
、
密
秘
裡
に

話
は
進
ん
で
い
っ
た
。
し
か
し
キ
ヨ
に
し
て
み
れ
ば
甚
三

郎
と
逃
げ
る
の
は
と
も
か
く
と
し
て
、
あ
と
に
残
っ
た
又

道
と
吾
一
が
心
配
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
逃
げ
た
あ
と
の

又
道
は
、
納
屋
頭
か
ら
ひ
ど
い
拷
問
を
う
け
る
ば
か
り
で

な
く
、
一
生
を
牛
馬
の
如
く
こ
き
使
わ
れ
る
に
違
い
な
い
。

キ
ヨ
は
、
そ
れ
を
思
う
と
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
又
道
に
し
て
み
れ
ば
、
た
と
え
殺
さ
れ
た
と
し
て

も
キ
ヨ
を
助
け
ね
は
と
の
親
心
が
あ
っ
た
。
暗
い
地
底
の

な
か
で
泣
い
て
首
を
振
る
キ
ヨ
を
な
だ
め
す
か
し
て
、
承

知
さ
せ
た
の
は
、
仕
事
の
終
る
少
し
前
で
あ
っ
た
。

（
つ
づ
く
）

（
文
）
　
郷
土
史
家
　
柴
　
田
　
貞
　
志

□
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人
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